
絹織物の日本最大産地　京都・丹後でオールハンドメイドにこだわった商品を製織・販売する
クスカ株式会社 ( 所在地：京都府与謝郡与謝野町、代表取締役：楠 泰彦 ) のブランド「KUSKA( ク
スカ )」はコロナ禍に開発した生地見本帳を使用し、アナログとデジタルを融合させた取り組
みを行っています。

コロナ禍に開発
サスティナブルな生地見本帳

＜デジタルとの関係性＞
それぞれのページにはQRコードをつけていますので、そこ
から直接購入いただく仕組みです。
またスマホのまたスマフォカメラのズーム機能で生地の詳細
まで写し出せます。デジタルとアナログを融合させ楽しみな
がら選択・注文をいただけます。

＜伝統工芸の持続可能性＞
また、生地見本帳の生地はネクタイの縫製時の残布を使用し
サスティナブルな取り組みです。

＜伝統工芸の今後の未来＞
伝統工芸は常に革新の連続であり、コロナ禍を受けて伝統工
芸 ( 地場産業 ) の新しいデジタルトランスフォーメーションに
繋げいきたいと考えています。

＜英語版＞
海外展開のため英語版も制作しています。

＜実績・効果＞
2020 年の生地見本帳レンタルサービスの開始以降、約 50 件のご活用をいただいています。
～お客様の声～
・実際の生地の見て、触って納得して選ぶことができた。素晴らしいサービスです。（神奈川県・20 代女性）
・遠方のため実物のある店舗に行けないので、多くの種類の生地を自宅で見ることができてよかった。（大阪府、30 代女性）
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世界唯一の手織りネクタイブランド KUSKA

～コロナ禍をチャンスに～
「伝統工芸とデジタルの新しい関係性」

＜開発の流れ＞
昨年 4月の緊急事態宣言を受けて弊社ブランド KUSKA の主な都
市部取引先の約 50 店舗が全て休業いたしました。地場産業が生
き残りをかけて、この期間に何ができるかを社員皆で考え、様々
試行錯誤を行う一つとして自社独自の手織り生地でネクタイの
見本帳が生まれました。それを無料で直接お客さまに届ける「レ
ンタルサービス」を開始し自社のWEB サイトを通じてアナログ
とデジタルを融合させ購買に繋げています。
なぜ必要だったか。それはWEB 上で商品の写真を掲載していま
すが、KUSKA 商品 ( 伝統工芸 ) の特徴はその手織り生地独特の
光沢と質感。デジタルの画面ではその質感がわからない、また
直接見て生地感を確かめて商品を選びたいと言うお客様の声が
ありました。
これまでであれば東京旗艦店をはじめ、取り扱う店舗で手に取っ
ていただく流れでしたがコロナ感染症拡大の影響で外出が減っ
ている中、それが難しくなりました。そこで生地見本帳をご自
宅に送ってご覧いただくサービスを開始しました。

生地見本帳レンタルサービス
開始日：　2020 年 8月～
料金：　無料



①生地を裁断し製品のネクタイを縫製をします。 ②裁断の際、端の部分が余ります（残布）。

③残布を向きを揃えて手作業でカットします。 ④専用シートに生地・ネクタイを形取った
カバーシールを貼ります。

＜生地の加工＞

＜デジタルの活用＞

スマフォカメラのズーム機能で拡大すると
生地の詳細を見ることができます。

QRコードをスマフォカメラで読み込めば
購入ページを表示します。

【問合せ先】
クスカ株式会社     担当：兼井（カネイ）
TEL：0772-42-4045    携帯：080-8442-4228
MAIL：s.kanei@kuska.jp

【KUSKA ビジョン】

日本の地方発信・伝統工芸ブランドとして地方の地場産業の活性と作り手の雇用創出につなげていきます。

【主な取り扱い店】

＜セレクトショップ＞　ユナイテッドアローズ、ストラスブルゴ、ANA(国際線機内誌)等

＜百貨店＞　阪急メンズ東京、銀座和光、銀座松屋、京都高島屋、京都伊勢丹、名古屋松坂屋、近鉄百貨店、京阪百貨店 等

＜海外＞　ロンドン・サヴィル・ロウ　HUNTSMAN、アメリカ　KHAKIS OF CARMEL、シンガポール　Kevin Seah
【会社概要】
会社名： クスカ株式会社　※展開ブランド名：KUSKA(読み：クスカ)
所在地： 〒629-2314　京都府与謝郡与謝野町岩屋384-1
創業　： 1936年
代表者： 代表取締役　楠 泰彦
TEL： 0772-42-4045  FAX： 0772-42-4731
ホームページ： http://www.kuska.jp   
Facebook： https://www.facebook.com/kuska.1936　　
Instagram： https://www.instagram.com/kuska1936

生地見本帳の生地はネクタイの残布を使用したサスティナブルな取り組みです。
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